
会告	―	1

会 告 2020. 12

本会・他学会水環境関連行事一覧

開催期日 行事 開催地 案内記事
掲載巻号

2021年

1 月 22日（金） 第66回日本水環境学会セミナー（オンライン開催）
「水環境における病原性ウイルスモニタリング技術の動向」

オンライン 本号

22日（金） 水中残留農薬の中長期的リスク評価の背景と展望
－新しいモニタリング手法の解説と実演を交えて－

オンライン 本号

23日（土） 第57回水環境フォーラム山口（オンライン開催） オンライン 本号

3 月 10日（水）～12日（金） 第55回日本水環境学会年会（オンライン開催） 京都 本号

12日（金） 第55回日本水環境学会年会併設全国環境研協議会研究集会
（オンライン開催）

オンライン 本号

5 月 9 日（日）～14日（金） IWA World Water Congress ＆ Exhibition 2021 コペンハーゲン 本号

9 月 第24回日本水環境学会シンポジウム 東京

2022年

3 月 第56回日本水環境学会年会 富山

会員登録データ変更の届け出について（お願い）
　住所，所属変更等，本会に登録されているデータに変更のあった場合には，ホームページの会員専用ページ（https://
www.jswe.or.jp/member/）よりご登録の変更をお願い申し上げます。メールアドレスの登録がない方，登録アドレ
スを忘れた方は，メール（member@jswe.or.jp）または Fax にてお問い合わせください。お電話での変更のご連絡は
受け付けません。会員は年度毎（4 月→ 3 月）の扱いで，退会のお手続きがない場合には，自動的に会員登録が継続と
なります。
　また 2013 年度より特別正会員制度も新設されています。この制度は，満 65 歳以上で，水環境関連分野に従事，ま
たは関心を有し，本会に対し功労のあった個人を対象とするもので，学会コミュニティにおいて，継続的に知識や経
験を活かした活動に取り組んでいただくために設けられたものです。資格要件など詳細は本会 WEB サイト（http://
www.jswe.or.jp/joining/index.html）をご覧ください。
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本会関連行事

第 55 回日本水環境学会年会 
参加申し込み案内

　第55回日本水環境学会年会を次の要領で開催いたしま
す。多数の参加申し込みをお待ちしております。
1 ．概　要

内　容 一般研究発表（オンラインでの口頭発表，オン
ラインでのポスター発表）

期　日 2021 年 3 月 10 日（水）～12 日（金）3 日間

会　場　オンライン開催（京都大学）
内　容　	一般研究発表（口頭発表とポスター発表）

などが下記の要領で行われます。ポスター
発表のコアタイムは 10 日と 11 日に分けて
実施されます。年会優秀発表賞（クリタ賞）
の審査対象の発表は11日，年会学生ポスタ
ー発表賞（ライオン賞）の審査対象の発表
は 10 日です。

3 月 10 日（水）： 口頭発表，ポスター発表，ライオ
ン賞の発表と審査

3 月 11 日（木）： 口頭発表，ポスター発表，クリタ
賞の発表と審査，  
特別講演，受賞者発表，  
会員企業・研究機関等就職説明会

3 月 12 日（金）：口頭発表

2 ．年会参加申し込み案内
　事前の参加申し込み（予約申し込み）が必要です。す
でに発表を申し込まれた方も，改めて参加申し込みが必
要です。なお，発表申し込みやクリタ賞，ライオン賞の
募集は終了しました。

（1）申し込み方法
　本会のホームページ（http://www.jswe.or.jp/）の「イ
ベント」の「年会」にある『年会への参加のお申し込み』
でお申し込みください。予約申し込みの期限は 2021 年 2
月 26 日（金）（送信有効）です。オンライン開催のため，
当日申込はありません。なお，インターネットによる予
約申し込みについて不都合のある方は，学会事務局，年
会担当までお問い合わせください。

（2）年会参加費
　参加費は学会ホームページに掲載します。
　申し込み後に参加費を下記のいずれかの指定口座に送
金ください。振込み手数料はご負担ください。また，送
金者名は申込時の名義と同じにし，公費等による支払い
で送金者名が機関や機関代表者となる場合には，別途，
ご連絡をお願いします。請求書が必要な場合は申込時に
その旨および宛先，送付先をご記入ください。
　2021 年 3 月 5 日（金）までにご送金を確認できない場

合は参加できません。ご入金確認までに郵便振替（ゆう
ちょ銀行への送金含む）は 2～7 日，三菱 UFJ 銀行への
振込は 1～3 日かかります。
　2015 年度（第 50 回）から，日本水環境学会年会の講
演集は電子ファイル（ダウンロード方式）版が標準とな
り，冊子版をご希望の場合は参加費が増額になります。

銀行口座
　三菱 UFJ 銀行　市ヶ谷支店　普通預金
　口座番号： 4 9 4 8 5 2 7
　名義：公益社団法人日本水環境学会
　名義カナ：シヤ）ニホンミズカンキヨウガツカイ
振替口座（ゆうちょ銀行）
　口座番号： 0 0 1 8 0 - 5 - 5 6 4 1 2 7
　加入者名：公益社団法人日本水環境学会

（3）講演集の電子化について
　2015 年度（第 50 回）から，日本水環境学会年会の講
演集は電子ファイル（ダウンロード方式）版が標準にな
りました。追加料金での冊子版講演集のご提供も予定し
ていますが，印刷数には限りがあります。講演集の公開
日（発行日）は年会開催日の1週間前を予定しています。

（4）参加証／講演集引換券の送付
　ご入金の確認については E-mail にてお知らせします。
その E-mail に講演集ダウンロードのための ID とパスワ
ードが記載されています。冊子版の講演集を希望された
方には年会開催後にお送りいたします。
3 ．発表される方へ
　口頭発表およびポスター発表のいずれも講演集の原稿

（講演要旨原稿）を作成していただきます。原稿書式はホ
ームページhttp://www.jswe.or.jp/event/lectures/index.
htmlをご参照ください。執筆要領，執筆例，テンプレー
トを掲載しています。最新の書式をご利用ください。
　発表申込が日本語の場合は講演要旨も日本語で，英語
の場合は講演要旨も英語で作成してください。講演集原
稿の題目，発表者名は申し込み時と同じにしてください。
講演集原稿の内容が申し込み時と異なる場合には，発表
をお断りすることがありますのでご注意ください。共同
発表者の記載漏れ，氏名（フリガナ，漢字）の間違いに
ついても十分ご留意のうえ，間違いがあった場合には，
発表受付番号と登壇者氏名を明記の上，nenkai@jswe.
or.jp に速やかにご連絡ください。
作成方法 原稿枚数はA4判1枚（図表も含む）とします。
　　　　　ファイルサイズの上限は 800	kB です。
提出方法　学会ホームページよりご提出ください。
　　　　　個人会員（会員専用ページ）：
　　　　　（https://www.jswe.or.jp/member/index.php）
　　　　　団体会員：

（https://www.jswe.or.jp/member/Ctl-2-17.php）
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提出期限 2021 年 1 月 18 日（月）アップロード完了を
期限とします。以降は原稿を受け付けません。

著 作 権 講演集に掲載された要旨の著作権は，本会に
帰属します。

　口頭発表，ポスター発表ともに Zoom を用いたオンラ
イン発表となります。口頭発表は 1 演題につき発表 10
分，質疑応答 5 分を予定しています。講演日時は学会ホ
ームページに掲載予定です。ポスター発表はオンライン
でのポスター掲載と質疑になります。一般ポスター発表
コアタイムは，3月 10日（水）または3月 11日（木）の
いずれか指定の日時（1 日のみ）です。クリタ賞の審査
対象発表は 3 月 11 日（木），ライオン賞の審査対象発表
は 3 月 10 日（水）の指定の日時です。
　登壇者（ポスター発表の代表発表者を含む）の変更は，
事前にご連絡の上，共同発表者に限ります。年会学生ポ
スター発表賞の発表者については，変更のご連絡が遅れ
ると発表自体をお断りすることがあります。
4 ．研究集会について
　年会期間中に行う場合は，オンラインミーティングの
設定をいたしますので下記にお問い合わせください。
　研究集会についての問い合わせ先
　　越後　信哉
　　京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻
　　E-mail：echigo.shinya.6u@kyoto-u.ac.jp
5 ．特別講演のご案内
　下記の日時で特別講演会を予定しています。詳細につ
いては決まり次第，学会ホームページでご案内致します。
日　時　2021 年 3 月 11 日（木）15：15～16：15（予定）
参加費　 無料（日本水環境学会年会の参加登録がない場

合でも参加可能ですが，事前登録が必要です）
6 ．年会参加証明書の発行について
　継続技術者教育（CPD）の観点から，要望に基づき年
会参加証明書を発行します。年会参加証明書の発行を希
望される方は，事前にnenkaicom@jswe.or.jpにご連絡く
ださい。
7 . 学生向け会員企業・研究機関等就職説明会
　年会 2 日目（2021 年 3 月 11 日（木））に日本水環境学
会の団体会員である企業・研究機関等による学生向けの
就職説明会を開催予定です。
　詳細は 1 月号以降の学会誌及び学会ホームページに掲
載予定です。
8 ．問い合わせ先
　（公社）日本水環境学会年会係
　〒135-0006　東京都江東区常盤 2-9-7
　　　　　　　グリーンプラザ深川常盤 201 号
　Tel：03-3632-5351　E-mail：nenkai@jswe.or.jp

第 55 回日本水環境学会年会併設 
全国環境研協議会研究集会

　第55回日本水環境学会年会において，水環境分野の行
政施策や調査研究の一層の充実を図るため研究集会を開
催します。皆様の多数のご参加をお待ちしております。
主　催	 全国環境研協議会
日　時	 2021 年 3 月 12 日（金）（予定）
場　所	 オンライン開催（京都大学）
参加費	 無料（事前申し込み必要，日本水環境学会年会

の参加登録がない場合でも参加可能）
問い合わせ先

全国環境研協議会企画部会事務局
香川県環境保健研究センター（担当：安藤真由美）
Tel：087-825-0401　Fax：087-825-0408
E-mail：kanpoken@pref.kagawa.lg.jp

【学会設立 50 周年記念事業】 
第 66 回日本水環境学会セミナーのご案内 

「水環境における病原性ウイルスモニタリング 
技術の動向」

　COVID-19 の感染拡大に伴い，生活や産業活動にも大
きな影響が出ています。病原性ウイルスは体内で増殖し
ますが，排出されたウイルスの一部は下水道を通り，河
川にまで到達することが明らかになってきています。こ
の下水中や環境水中の病原性ウイルスをモニタリングす
ることで疫学的な情報を得る試みが国内外で検討されて
います。環境中でのウイルス動態の研究はどこまで進ん
でいて，それらは我々に何を教えてくれるのか。本年度
は「水環境における病原性ウイルスモニタリング技術の
動向」と題し，第66回日本水環境学会セミナーを開催す
ることといたしました。当日は下水や環境水中からのウ
イルスの検出や定量およびその情報を活用した患者数の
推定，また下水や環境中でのウイルス不活化等，各分野
の専門家をお招きし，最新の研究についてご講演いただ
きます。
主催　日本水環境学会
共催　日本水環境学会 COVID-19 タスクフォース
後援　全国環境研協議会
期日　2021 年 1 月 22 日（金）9：55～16：40
オンライン開催（ZOOM システム予定）
プログラム
9：55-10：00　開会の挨拶
10：00-11：00　	環境水サーベイランスによる腸管系ウイル

ス疫学研究への応用
	 国立感染症研究所　吉田　弘
11：10-12：10　	下水からの新型コロナウイルス感染症流行

検知の課題と展望
	 金沢大学理工研究域地球社会基盤学系　本多　了
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13：10-14：10　	（仮）仙台市でのノロウイルスを対象とし

た実証試験
	 山形大学農学部食料生命環境学科　渡部　徹
14：20-15：20　	（仮）下水や環境中でのウイルスの不活化

速度関連
	 東北大学大学院環境科学研究科　佐野大輔
15：30-16：30　	（仮）環境水中における病原微生物の汚染

実態と微生物指標の活用
	 山梨大学大学院総合研究部　原本英司
16：30-16：40　閉会の挨拶

＊講師の都合等で一部変更となる場合があります。
参加費（税込）学会設立 50 周年記念事業として
　日本水環境学会の会員の方は無料
　非会員 3,000 円（税込）（一般，学生同額）
事前参加申込のみ（当日参加はできません）
参加申込方法　FAX，E-mail，参加申込書またはハガキ
に①参加者氏名②氏名フリガナ③ご所属先名④E-mailア
ドレス⑤電話番号⑥会員の場合は会員番号をご記入の上，
1 月 18 日までに下記宛てお申し込みください。
　非会員の方は参加費 3,000 円を 1 月 18 日までにお振込
みください。入金を確認後，URL 等を記載した参加証

（E-mail）をお送りいたします。
参加費振込先
　三菱東京 UFJ 銀行　市ヶ谷支店（普通）0754950
（公社）日本水環境学会セミナー口
シャ）ニホンミズカンキョウガッカイセミナーグチ

セミナー参加証明書の発行について
　継続技術者教育（CPD）の観点から，要望に基づきセ
ミナー参加証明書を発行します。参加証明書の発行

（PDF・後日メール送信）を希望される方は参加申込み
の際にその旨を申し出てください。
申し込み・問い合わせ先
（公社）日本水環境学会　事務局セミナー係　戸川
〒135-0006　東京都江東区常盤 2-9-7
　　　　　　グリーンプラザ深川常盤 201 号
Tel：03-3632-5351　Fax：03-3632-5352
E-mail：togawa@jswe.or.jp

第 57 回水環境フォーラム山口

主　　催　日本水環境学会中国・四国支部
共　　催　全国環境研協議会中国・四国支部
　　　　　山口県環境保健センター
期　　日　2021 年 1 月 23 日（土）
開催形態　	オンライン会議システム（webex）を使用し

た Live 配信方式
プログラム（予定）

【講演】13：00～17：00

○ 1 部
陸域～河川～海域のプラスチックごみの動態
	 東京理科大学　教授　二瓶泰雄氏
その他，マイクロプラスチックに関する講演を2題予定

○ 2 部
山口のカブトガニ

椹野川河口域・干潟自然再生協議会	
カブトガニWGリーダー　原田直宏氏

曽根干潟の過去・現在・未来
	 九州共立大学　名誉教授　小島治幸氏
自給式小型エアレーターを用いたフロート式酸素供給
装置の開発
	 宇部工業高等専門学校　教授　中野陽一氏

　最新情報は以下詳細 URL をご参照ください。
参加申し込み　	詳細 URL より（先着 100 名）
参加申込締切　2021 年 1 月 15 日（金）
参加費　無料
詳細 URL http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~kanno/

mkfymgc/57/
問い合わせ先

第 57 回水環境フォーラム山口事務局
（代表：山口大学　神野有生）
〒755-8611　山口県宇部市常盤台 2 丁目 16-1
E-mail：mkfymgc@yamaguchi-u.ac.jp

IWA 関連行事

World Water Congress & Exhibition 2020 
Copenhagen

期日（延期）　2021 年 5 月 9 日（日）～14 日（金）
場　所	 デンマーク，コペンハーゲン
詳細 URL	 https://www.worldwatercongress.org

他学会関連行事

水中残留農薬の中長期的リスク評価の背景と展望 
 －新しいモニタリング手法の解説と実演を交えて－

主　催　環境技術学会
期　日　2021 年 1 月 22 日（金）13：30～17：00
場　所　オンライン開催（Zoom）
プログラム
・農薬取締法の改正と農薬による長期的な生態影響への

対応	 環境省水・大気環境局　上迫大介氏
・中長期的な平均濃度の実測を可能にする新たなモニタ

リング手法およびパッシブサンプラー取り扱いの実演
	 大阪府環農水研　矢吹芳教氏
・現場生物アッセイ法の手法と今後の方向性およびバイ

オアッセイキットの取り扱い実演
	 農研機構　横山淳史氏
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申し込み方法　下記サイトより申込ください。
　　　　　　　https://ws.formzu.net/dist/S8173686/
参加申込締切　2020 年 12 月 28 日（月）
参加費　	環境技術学会会員および学生 1,000 円，一般	

2,000	円
詳細 URL https://www.jriet.net/koubobosyuu/2020/2

0210122seminar.pdf
問い合わせ先　環境技術学会学術委員会
　　　　　　　E-mail：seminar_	jimukyoku@jriet.net

おしらせ

2020 年度「論文賞」および「論文奨励賞」の 
受賞候補者の募集について

　これらの賞の選考については，論文賞および論文奨励
賞選考委員会に対し，会員による推薦制度を設けており
ます。下記のとおり，会員各位からのご推薦を期待して
います。詳細につきましては，学会事務局までお問い合
わせください。
1 ．応募要件

〈論文賞〉
　水環境分野における学術・技術的に優れた一連の研究
に基づく論文を発表した会員個人に対して贈られます。
1 ）被推薦資格：本会の会員にして，受賞年度（2020 年
度）の 4 月 1 日現在において満 40 歳以上の者

2 ）対象論文：本会会誌（水環境学会誌，Journal	of	
Water	and	Environment	Technology），国際水協会会
誌 （Water	 Research,	 Journal	 of	 Water	 Supply:	
Research	 and	Technology	 –	AQUA,	Water	 Science	
and	 Technology,	 Water	 Supply,	 Journal	 of	
Hydroinformatics,	 Journal	 of	 Water	 and	 Health,	
Journal	 of	 Water	 and	 Climate	 Change,	 Journal	 of	
Water	 Reuse	 and	 Desalination,	 Journal	 of	 Water	
Sanitation	and	Hygiene	for	Development,	Hydrology	
Research,	 Water	 Practice	 and	 Technology,	 Water	
Policy,	 Water	 Quality	 Research	 Journal,	 Water	
Resources	and	Rural	Development,	Water	Resources	
and	 Economics,	 Water	 Resources	 and	 Industry,	
Sustainability	of	Water	Quality	and	Ecology,	H2Open	
Journal,	Blue-Green	Systems）に，2020 年 12 月まで
の 3 年間に公表された審査付論文

〈論文奨励賞〉
　水環境に関する研究が独創的であり，将来を期待され
る会員個人に対して贈られます。
1 ）被推薦資格：本会の会員にして，受賞年度（2020 年
度）の 4 月 1 日現在において満 40 歳未満の者

2 ）対象論文：本会会誌（水環境学会誌，Journal	of	
Water	and	Environment	Technology），国際水協会会
誌 （Water	 Research,	 Journal	 of	 Water	 Supply:	

Research	 and	Technology	 –	AQUA,	Water	 Science	
and	 Technology,	 Water	 Supply,	 Journal	 of	
Hydroinformatics,	 Journal	 of	 Water	 and	 Health,	
Journal	 of	 Water	 and	 Climate	 Change,	 Journal	 of	
Water	 Reuse	 and	 Desalination,	 Journal	 of	 Water	
Sanitation	and	Hygiene	for	Development,	Hydrology	
Research,	 Water	 Practice	 and	 Technology,	 Water	
Policy,	 Water	 Quality	 Research	 Journal,	 Water	
Resources	and	Rural	Development,	Water	Resources	
and	 Economics,	 Water	 Resources	 and	 Industry,	
Sustainability	of	Water	Quality	and	Ecology,	H2Open	
Journal,	Blue-Green	Systems）に，2020 年 12 月まで
の 2 年間に公表された審査付論文

2 ．提出書類：	①被推薦者の氏名，住所，所属，略歴等，
②論文名，掲載雑誌名（巻号，ページ数
を含む），③推薦理由書（1,000 字以内），
④参考資料等，⑤推薦者の氏名，住所，
所属（すべての提出書類の書式は自由です）

3 ．提出期限：2021 年 2 月 12 日（金）
4 ．提出先：〒135-0006　東京都江東区常盤 2-9-7
　　　　　　　　　　　　グリーンプラザ深川常盤201号

（公社）日本水環境学会「論文賞および論文
奨励賞」係
E-mail：info@jswe.or.jp

「水環境国際活動賞（いであ活動賞）」の募集

　本会では，水環境分野での国際交流・国際協力の促進
を目的として，本会の活動趣旨に沿っており，かつ優れ
た国際的な活動として選定されたものを「水環境国際活
動賞（いであ活動賞）」として顕彰し，その費用の一部ま
たは全額を助成致します。助成の対象者を下記のとおり
募集致します。奮ってご応募願います。
　なお，この助成制度は「いであ株式会社」殿のご出捐

（ご寄付）により実施するものです。
〈募集の手引き〉

応募資格	 本会の個人正会員
助成内容	 本会の活動趣旨に沿った優秀な国際的な活動

に対して助成を行う。活動例としては，1）海
外での調査・研究活動，2）海外または国内で
の，海外の話題を対象としたシンポジウムや
出版等の研究情報の普及・交流活動，3）海外
または国内での，国際的なシンポジウム等の
研究集会の開催等。

助成金額	 30 万円（上限）
助成期間	 2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日
	 （活動期間が 2022 年度にわたっても可）
助成対象件数　1 件
応募方法	 助成を希望する本人が，以下の提出書類を作

成し，期限までに郵送（簡易書留）又はE-mail	
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本冊子は「特集企画編」です。「原著論文編」は，国立研究開発法人科学技術振興機構「科学技術情報発信・流通システム
（J-STAGE）」に掲載しています。http://www.jstage.jst.go.jp/browse/jswe/-char/ja/

（kubota@jswe.or.jp）で提出してください。応
募受付の連絡が 3 日以内にない場合は学会事
務局にご連絡願います。

提出書類（書式は自由）
・応募者の氏名，会員番号，連絡先住所，Tel，Fax,	

E-mail，所属，略歴，研究業績（主な発表論文リスト
や国際的な活動実績）（A4，1 ページ程度）

・活動の内容を示す計画書（目的，計画，期待される成
果を含め A4，2 ページ程度）

・必要経費の概算書（活動全体にかかる経費（自己資金を
含む）と本会からの助成希望金額を明記してください）

提出期限　2021 年 1 月 15 日（金）必着
提 出 先	 〒135-0006　東京都江東区常盤 2-9-7

　　　　　　グリーンプラザ深川常盤 201 号
（公社）日本水環境学会　水環境国際賞選考
委員会（簡易書留で封筒表に「水環境国際活
動賞」と朱書きしてください）
E-mail（kubota@jswe.or.jp）での提出も可

（件名に「水環境国際活動賞」と記載してくだ
さい）

合否通知	 選考結果については，2021年 2月までに応募
者に通知致します。

そ の 他	 受賞者には活動に関する報告書を作成し，学
会へ提出していただきます。

第 48 回「環境賞」募集のご案内

主催　国立環境研究所，日刊工業新聞社
目的　本賞は環境保全や環境の質の向上への貢献が認め
られる成果，または貢献が期待される成果をあげた個人，
法人，団体・グループなどを表彰することにより，広く
社会への啓発を通じて環境の向上に資することを目的と
する。
対象　環境に関する調査，研究，技術・製品開発，活動
等で画期的な成果をあげ，または成果が期待されるもの
で，環境賞の目的にふさわしいものとする。
応募資格　環境保全や環境の質の向上への貢献が認めら
れる成果，または貢献が期待される成果をあげた個人，
法人，団体・グループなど
募集締切　2021 年 1 月 8 日（金）
詳細 URL	 https://biz.nikkan.co.jp/sanken/kankyo/
問い合わせ先
「環境賞」事務局
〒103-8548　東京都中央区日本橋小網町 14-1
　　　　　　日刊工業新聞社　日刊工業産業研究所
Tel：03-5644-7117　Fax：03-5644-7294
E-mail：sanken@media.nikkan.co.jp


